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１． 問　題　提　起

　大分県のしいたけは，一村　品運動のなかて多くの市町村か掲げている生産

物である。竹田市，太田村，真玉町，国東町，野津原町，庄内町，弥生町，本

匠村，宇目町，三重町，清川村，久住町，直入町，九重町，玖珠町，前津江村 ，

上津江村，天瀬町の１８市町村でしいたげか，一村　品運動の生産物にな ってい

る。 大分県の市町村は５８あるか，しいたげ生産を一村　品に掲げる市町村は全

体の３０％強を占めており ，大分県の代表する生産物とな っている。大分県のし

いたけ生産は，日本のしいたけ生産に占める位置も高く１９８６年には乾しいたげ ，

生しいたげ併せて４，８４５トソ生産している。特に乾しいたけの生産では全国の

生産里の２０％強てあり ，第２位の宮崎県乾しいたけ生産の約２倍の生産里かあ

る。

　この大分県の主要林産物であるしいたげ生産が，１９８０年代後半にはい って大

きな転換点を迎えている。しいたけ生産にともなう国内的 ・地域的諸問題のほ

かに，国際的経済関係から生じている問題に遭遇しているからてある。国際的

問題とは具体的に表せば，中国からの乾しいたげ輸入であり ，同時に香港，ア
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メリカ，ヨーロソバ市場での中国産品との競合問題である 。１９８０年代前半まで

はまがりなりにも生産拡大が計られてきた乾しいたけ生産が，１９８０年代後半に

はいっての生産の停滞を余儀なくされているのである。大分県のしいたけ生産

の問題は，単にしいたげのみにととまるのではなく ，日本の農林生産全体に関

わる問題も提起している。そこで本稿では，大分県のしいたけ生産をめぐる諸

問題を分析し，今後の大分県しいたけ生産の動向とともに日本の農林生産の動

向を探る上での基礎的視点を導きだそうとするものである 。

２． 大分県のしいたけ生産の現状

　大分県のしいたけ生産は，江戸時代より行われているという歴史的伝統があ

る。 江戸時代より品質改良が行われ，その生産方法は全国のしいたけ生産の基

礎をなしたともいわれている。またしいたけ生産が大分県においては重要な農

産物であ ったということは，１９０７年に大分県椎茸農業協同組合の「前身である

椎茸農業組合」（伊東六郎『きのこの砦』清文杜，１９８８年，６べ一ジ）が成立したと

いうことからも明かである。大分県の乾しいたけは，第２次世界大戦前は，大

半を輸出していた。多くは中国料理の素材として，中国をはじめとする中国人

居住国に輸出されていたのである。戦後もこの傾向は変わらなかったのである

が， 近年においては国内需要が優先されるようにな ってきている。食生活の転

換が，乾しいたけ需要を拡大したのである。しかし最近においては，乾しいた

け需要も停滞し，それにかわって生しいたけ需要か増大しつつある。需要の転

換は，大分県のしいたけ生産においても ，構造の転換が迫られている。乾しい

たけの輸出の停滞とあいまっ て従来の乾しいたけ生産から，生しいたけ生産へ

の比重の増大である。こうした大分県しいたけ生産の現状およぴ問題点は何か ，

を明らかにする必要があろう 。以下は大分県林業振興課の諸資料を参照しなが

ら分析をおこなう 。

　第１表は，大分県乾しいたけの地域別生産状況である。乾しいたけの生産は ，
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　第１表　乾しいたげ地域別生産量

３１

県

地域
大分県 高田 国東 日出 大分 白杵 佐伯 三重 竹田 玖珠 日田 中津 宇佐 全国計 大分県

年次 比　率

１９６５ １， ３３４ ５９ １２８ １９ ４１ ８ ２１０ ２０９ ２１７ １３６ １９７ ９３ ２０ ５， ３７１ ２４．８％

７０ ２， １９１ １１２ ２０７ ６８ １３２ １２ ２６２ ３４３ ３７４ ２５１ ２０７ １６７ ５９ ７， ９９７ ２７．４％

７５ ２， ６１４ １２８ ２５７ １２７ ２４１ ３２ ２５２ ４６３ ３４５ ２６６ ２１４ １７０ １１９ １１ ，３５６ ２３．０％

８０ ２， ９１５ １１２ ２６７ １２４ ２２８ ５３ ３１１ ５１０ ３２２ ３５０ ３１１ １８６ １４０ １３ ，５７９ ２１ ．５％

８５ ２， １２８ ８７ ２１４ ７８ １４６ ３９ １８５ ４０４ ２７９ ３１１ ２０１ １１３ ７４ １２ ，０６５ １７．６％

８６ ２， ９９６ １０２ ２８７ １１９ ２２１ ５０ ３０９ ５７７ ３８７ ３９４ ２６４ １５９ １２８ １４ ，０９８ ２１ ．３％

（単位）トン

（出所）　『特用林産物の生産の現状と振興対象』大分県林業振輿課，１９８７年より作成

全国的に１９７０年代後半から増大する。乾しいたけ生産は大分県を第１位にして ，

宮崎県，愛媛県，岩手県，能本県，静岡県たとか多く ，６県の生産量は１９８６年

で全体の生産量の６０％近くを占めているほとてある 。この６県とも１９７０年代後

半から生産量か増大し ，１９８４年には１６，６８５トノの最大量を記録している 。１９６５

年の大分県の生産量は，１，３４４トノにすぎなかったのか，１９８４年には４，０４０トノ

と約３倍に増大している。もっとも翌年の１９８５年には生産量は２，１２８トノと前

年に比して半減している。しいたけ生産は，ほだ木の年数，天候および害虫に

よる被害なとによっ て生産量が一定しないのて，生産の趨勢を定式化すること

はできない 。

　大分県の乾しいたけ生産においてもっとも地域別に生産量か多いのは，三重

地区である。大分県全体の生産量の約２０％前後を占めている。次に玖珠地区そ

して竹田地区とな っている。三重地区では，１９８６年の生産量ては三重町の１７３

トン，野津町の７２トノ，朝地町の９０トソ，犬飼町の８８トン，大野町の６５トソ
，

清川村の４８トンといずれの町村も多くの乾しいたけを生産している。ちなみに

市町村別乾しいたげ生産量ては，九重町の２１９トノか最大て，次いで玖珠町の

１７５ト■とな っている。これら生産量の多い町村は，１９９７年の生産目漂でも他

の町村よりも多く ，九重町は１９０ト１／，玖珠町は２００トン，三重町は１８０トンと

している。さらに大分県全体の１９９７年の乾しいたけ生産目標は，３，３７０トノで

あり ，１９８４年の生産実績に比べ１０％近く低く見積っているのである。大分県の

乾しいたげ生産は，地域的には若干偏りかあるにせよ ，ほほ全県的な規模で生
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第２表　生しいたげ地域別生産量 （単位）トン

県・

地域
大分県 高田 国東 日出 大分 白杵 佐伯 三重 竹田 玖珠 日田 中津 宇佐 全国計

大分県

年次
比　率

１９６５ ６１

一 一 ■ ． 一 ■ ’ 一 ■ ’ ■ ’
２０ ，７６１ ０． ３％

７０ ２２０

一 ’ 一 一 ’ ■ 一 ’ 一 一 ’ ■
３８，０６４ Ｏ． ６％

７５ ２４８ ５
一

１２ １７ ３ ２０ ３５ ６ ３０ ８９ ２６ ４ ５８，５６０
０． ４％

８０ １， １６２ ８４ １４ １９ １０４ ８ ３６ ３５ ３６ ５３４ ２１７ ５７ １９ ７９，８５５ １． ５％

８５ １， ４５８ １３６ ７１ ５２ ６２ １２ ４６ ２５ ８４ ６０３ １５４ １８１ ３０ ７４，７０６ ２． ０％

８６ １， ８４９ １６５ ８２ ５５ １０８ １３ ５９ ２８ ８１ ７９６ ２１６ ２０７ ４０ ７７ ，９５２ ２． ４％

（出所）第１表と同じ

産が行われているという特徴がある。とくに１９７０年代後半からは，全県的な規

模で生産の広がりがある 。１９６５年と１９８５年を比較すると臼杵，宇佐地区で約６

倍， 大分地区で約５倍の生産の伸び率があり ，全県的な生産の広がりは，まさ

に１９７０年代にはいってから進行したものなのである 。

　第２表は，生しいたげの地域別生産量である。生しいたげの生産は１９８０年代

にはいってから急速に拡大した部門である。１９６５年の生産はわずか６１トソにす

ぎなかったのが，１９８６年には１，８４９トソと２０年間で３０倍もの生産増加にな って

いる。しかし大分県の生しいたげ生産量は全国的規模でみれは依然として小さ

い。 生しいたけ需要は，全国的に１９８０年代に入ってから拡大し，それにともな

ってしいたげ生産も拡大したのであ った。最近１０年間では全国の生しいたげ生

産量は，平均７０，ＯＯＯトソを越している。生産量からすれは群馬県，茨城県，栃

木県，福島県，奈良県なとが主たる生産地でこの５県て全国生産量の３分の１

強を占めている。いずれの県も東夙，大阪という大消費地に近いという特徴か

ある。大分県の生産量は，全国的規模でいえは少量である。大分県の生産量は ，

全国生産量のわずか２％強を占めるにすぎない。しかし生産量は増大する傾向

にあるのである。乾しいたげ生産量が停滞する中で生しいたけ生産のみか，増

大の傾向をもつのは，生しいたけは，乾しいたげに比して単位あたり販売価格

が高いということであ る。 もちろん乾しいたげの価格は生しいたげの価格に比

して高いが，単位当りでは生しいたけのほうがはるかに高いという状況がある 。

ただし生しいたけは保存などの面で乾しいたけに比して不利であるという側面
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があるが，乾燥および保存などの コストがかからないという有利さをもっ てい

る。 反面生しいたけは貯蔵かきかないのでその分だけ，市場動向に大きく左右

されるという弱点をもっ ている。そこで大消費地に近い県で生産されるという

ことは，それだげ運搬，市場動向なとに柔軟に対応することか可能であるとい

うことであろう 。

　大分県の生しいたけ生産地は，玖珠地区がもっとも多く ，１９８６年では大分県

全体の生産量の４３％を占めている。次ぎに多いのか日田地区てあり ，中津，高

田地区と続いている。この生しいたけの生産地と乾しいたげの生産地とは必ず

しも一致していない。乾しいたげの生産地区は，三重，竹田地区などが多か っ

たが，生しいたけの生産では両地区とも生産の比重は小さい。三重地区などは

１９８０年代の生産量は，１９７５年と比較しても減少しているほとてある。乾しいた

けおよひ生しいたけの生産量とも増大している地区は，国東，玖珠，中津なと

である。両者の生産は，設備，生産方法などで同一ではないということを示し

ているのである。しかし全体としては，乾しいたけ生産の停滞に比して生しい

たけの生産量は，増加傾向にあり ，大分県のしいたけ生産の分布図も変わって

いく方向にある 。

　第３ ，４表は大分県の乾しいたけおよび生しいたけ規模別生産者数の推移で

ある 。乾しいたけ生産者は１９７５年以降１０，０００戸の規模に達していてほとんど大

きな変動はない。１９６５年に乾しいたけ生産者は，８，６００戸弱であ ったのが ，

１９７５年には，２，ＯＯＯ戸弱増えたことにある。乾しいたけ生産者戸数は，移動は

ないが生産者の規模は，かなりの変動がみられる。ほだ木６００本未満の零細規

模生産者は，１９７０年に４，６５８戸存在したのが，１９８６年には３，ＯＯＯ戸も減少し
１，

６５０戸にな ったことである。反対に ，３０，０００本以上の比較的規模の大きい生

産者の数は，１９６５年のわずか１０戸から１９８６年には５５０戸と大幅に増えたことで

ある。しかしこの比較的規模の大きい生産者も ，１９８０年の戸数に比して１９８６年

には８％も減少している。大分県の生産者規模に関しては，今日では１９７５年の

状況とほとんど変わっていないという特徴がある。大分県の乾しいたけ生産者

数は，全国的にみれぼその比率が上昇している。１９６５年の大分県の比率は
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第３表乾しいたけ規模別生産者数 （単位）　戸

区分 ６００本未満
６００～ ３， Ｏ００一 ９， ９９９～ ３０，０００ 大分県

全　国
大分県

年次
２， ９９９ ９， ９９９ ２９，９９９ 本以上 計 比　率

１９６５ ３， ９３２ ３， ７３０ ８７０ ４０ １０ ８， ５８２ ２６０，３２０ ３． ２％

７０ ４， ６５８ ３， ８７１ ２， ２６４ ５９８ １２４ ９， ６２５ ８１ ，１８１ １１ ．９

７５ １， ７１３ ３， ０１４ ３， ９３９ １， ３２７ ４７１ １０，４６４ ７４ ，０８６ １４ ．１

８０ １， ０８９ ３， ２５０ ３， ６１８ １， ７７８ ６０５ １０，３４０ ６９，４５０ １４ ．９

８５ １， ６９１ ３， １３３ ３， ３２６ １， ６０１ ５５８ １０，３０９ ６８，２２３ １５ ．１

８６ １， ６５０ ３， ０７２ ３， ３１３ １， ６４９ ５５３ １０，２３７ ６７ ，２９２ １５ ．２

（出所）第１表と同じ

第４表生しいたげ規模別生産者数 （単位）戸

区分 ６００本未満
６００～ ３， ０００～ ９， ９９９～ ３０，０００ 大分県

全　国
大分県

年次 ２， ９９９ ９， ９９９ ２９，９９９ 本以上 計 比　率

１９６５

■ 一 ■ ’ ’ ’ ■
７０ １４ ６０ ３５ １ １１０ １７０，５７８

７５ ６ ２１ １９

’ 一
４６ １３３，００６

８０ ６３ ６６ ８３ ３１

‘
２４３ １０９，１９１

８５ ３７ １３６ ２１５ ３５ １７ ４４０ ９１ ，８８７

８６ ３６ １３９ ２１５ ７８ １６ ４８４ ８７ ，３２５

（出所）第１表と同じ

３． ２％にすぎなかったのが，１９８６年には１５．２％に増加している。この間全国で

約２００，ＯＯＯ万戸の生産者が撤退していったのであるが，大分県ではむしろ生産

者の増加かあ った。それが大分県の ：■エ アの増大につなかったのである 。

　生しいたげにかんしても ，全国的に生産者は減少傾向にある 。１９７０年に全国

の生産者は，１７０，ＯＯＯ戸を数えたか１９８６年にはほぽ半減し８７，ＯＯＯ戸にな った 。

生しいたけの生産者数は，乾しいたげに比して減少率は小さい。しかし生しい

たけの生産量は全国的に増加しているのであるから，生産者数の減少は，１戸

当り生産規模が全体に大きくな ったことを意味している。大分県の生しいたげ

においてもほだ木１０，ＯＯＯ本以上の規模の大きい生産者は，増加している。また

１Ｏ，０００本未満の零細生産者の数も増加しているから，大分県の生しいたけ生産

者は，規模別で見るかぎり ，中規模生産者と零細生産者との両極分解か進行し

ていることになる 。

　第５表は，大分県の乾しいたげおよぴ生しいたけ生産者の生産形態である 。

　乾しいたげの専業生産者は，１９７７年の５６６戸を最大として１９８６年には４３１戸に
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　　第５表　しいたけ生産老形態

３５

（単位）　戸

区別 乾　し　い　た　け 生　し　い　た　け

年次 専　業 第１種兼業 第２種兼業 合　計 専　業 第１種兼業 第２種兼業 合　計

１９７７ ５６６ ３， ７８７ ５， ９７７ １０，３２５ ３ １５ １３ ３１

７８ ５６４ ３， ７６８ ６， ０５５ １０，３８７ ３ １４ ５５ ７２

７９ ５４４ ３， ７４８ ６， １６３ １０，４５５ ８ ２５ １１１ １４４

８０ ５４３ ３， ４１８ ６， ３７９ １０，３４０ １０ ６１ １７２ ２４３

８１ ５０５ ２， ６０２ ７， ３９８ １０，５０５ ４６ ６１ １１１ ２１８

８２ ５０７ ２， ７９８ ７， １３６ １Ｏ ，４４１ ３７ ２５ １９３ ２５５

８３ ５０８ ２， ６０４ ７， ３７３ １０，４８５ ３６ ４４ ３１２ ３９２

８４ ５０７ ２， ５２２ ７， ４４０ １Ｏ，４６９ ３５ ６３ ２６９ ３６７

８５ ４４３ ２， ５５７ ７， ３０９ １Ｏ，３０９ ４８ ９５ ２９７ ４４０

８６ ４３１ ２， ５４６ ７， ２６０ １Ｏ，２３７ ７８ １２５ ２８１ ４８４

　（出所）第１表と同じ

減少している。他方て第２種兼業は，同じ期間に５，９７７戸から７，２６０戸と増加し

ている。大分県乾しいたけ生産は，兼業によっ て支えられていることになる 。

その兼業形態も第１種兼業は，１９７７年の３，７８７戸から１９８６年には２，５４６戸と

１，

Ｏ００戸以上の減少にな っているから，まさに第２種兼業か生産者戸数維持を

はかっていることになるのである。生しいたけの生産形態は，乾しいたげと異

なっ て専業者が増加している。大分県の生しいたげ生産者は，もともと戸数カミ

少ないのであるが専業者は，全体の１６％を占めている。乾しいたけの専業者は ，

全体の４％強にすぎないのと比較すればその比率は高いものといわざるをえな

い。 第１種兼業は，全体の４分の１であり ，第２種兼業は５８％とな っている 。

乾しいたげ部門での第１種兼業は，２５％と生しいたげの第１種兼業とおなじ比

率であるが，第２種兼業は７１％と生しいたけ部門に比して比重が大きい。生し

いたけ部門での専業者の増加と乾しいたけ部門での専業者の減少は，対応関係

にある。これは乾しいたげの専業者が生しいたけ部門に移行したことによるも

のと思われる。しかし乾しいたけから生しいたけ部門への移行が進んでいるが
，

全国的に生しいたけ部門も乾しいたげ部門も生産戸数の減少煩向が続いている

ことに変わりはない。しいたけ生産者の減少傾向は，一方で専業者の戸数の減

少であり ，他方で兼業者の相対的比率を増加していることでもある。また専業

者の規模は中規模化していく傾向をもっ ていることから，ここでもしいたけ生

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７１）
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産者の階層分化が進行していることになる 。

　大分県のしいたげ生産は，１９８０年代に入って生産量，生産者の戸数などにお

いてあまり大きな変動はみられたい。しかし生産者の年齢構成からみれは大き

な変動が生じている。大分県のしいたけ生産者は，２０－２９歳およぴ３０－３９歳の今

後もしいたけ生産を継続可能な生産者は併せて８％にすぎない。ところか６０歳

以上の高齢生産者は，全体の２８％の高率を占めている 。また５０－５９歳までの比

較的年齢層の高い生産者も４２％を占めている。こうした年齢構成は，大分県し

いたけ生産の将来にも大きな影響を及ぽしているのである。すなわちしいたげ

生産の後継者の問題てある。しいたけ生産者の後継者か存在するとしているの

は， 全体の４５％にすぎない。あとの生産者は後継者かないかあるいはわからな

い状況なのである。こうしたしいたけ生産者の高年齢化，後継者難は，しいた

け生産の絶対的減少をもたらすかあるいは生産者の集約化すなわち１戸当り規

模の増大をもたらすかのとぢらかであろう 。現在のしいたげ生産の場合には両

方とも進行しているように思われるのである 。

　しいたげは，特用林産用として　般に，林業の一部として位置つけられてい

る。 したがって厳密には農業生産物ではないのだが，大分県の農業との関係で

位置づげるとその将来的な展望は農業と同じ傾向にあるといわねぱならない 。

大分県の農業は，１９８６年では農家数８７，２００戸，１戸当り耕地面積か７２ａ と全国

平均よりも小さい零細農家によっ て生産されている。こうした零細的農業経営

のなかでさらに農地および農家数も減少傾帥こあり ，専業農家数の減少，第２

種兼業農家の増大か顕著にな ってきている。そして基幹的農業従事者も６０歳以

上が１７％を占めており ，新規就農者も毎年減少し，今日では１ＯＯ人を割ってい

る。 いわば大分県農業は，危機的状況にあるともいえる。しいたげ生産も農業

と同様な傾向に進んでいるといえよう 。それは農業が工業に比べて，労働生産

性が低く自然的 ・地理的条件などによっ て資本主義的生産が困難な場合が多い 。

とくに日本の場合は土地価格が高く ，小土地所有者が多くまた平坦地が少ない

などによっ て大規模農業経営が浸透してこなかったのである。しかし農産物の

輸入自由化が毎年のように進められ，諸外国の安価な農産物が日本の市場に入

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７２）
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り込むようにな ってきた。また工業生産力の発展にともな って農村からの労働

力の吸収，農村における商品経済化の一層の推進などを目的として，農業の構

造改善事業かおこなわれた。それにもかかわらず国際的競争関係において絶対

的な不利が日本農業の停滞もしくは生産減少を引き起こしている。その中で零

紬裏家の兼業化の進展あるいは農業からの離脱が進んでおり ，この間中規模経

営農家が多数存在するようにな ってきている。農業における階層分化，すなわ

ち農業からの離脱と土地所有の集約化の進展である。大分県農業も日本全体の

農業生産の動向と軌を一にしているのである。しいたけ生産も日本農業，大分

県農業と同様な軌跡を辿っているといわねぼならないであろう 。

３． しいたけ生産をめぐる諸問題

　大分県ではしいたげ生産の維持強化をはかるために，１９８８年に「しいたけ振

興協議会」を設立した。大分県林業振興課，大分県農揚中央会，大分県椎茸農

業協同組合の３者の協議機関である。大分県のしいたけ生産は，現在大きな転

換点にある。しいたげ生産の停滞，生産者の高齢化，しいたけ価格の低下，原

木価格の高騰と原木の入手難，しいたけ需要の低迷，および中国からの乾しい

たけ輸入の増大である。こうしたしいたけ生産をめくる状況から上記の協議機

関が設立され，大分県しいたけ生産の今後の方向を探りだそうとしているので

ある 。

　大分県のしいたけ生産における課題の一つとして原木の問題かある。大分県

のしいたけ生産の原木はクヌギが８５％，コ ナラが１１％，その他４％とな ってい

る。 その原木へのしいたけ菌種の伏せ込みは，１９７０年の２２３，Ｏ００ｍ３ を最高に

して年々低下傾向にある。もともと大分県のしいたけ生産は，しいたけ菌種の

伏せ込みを可能とするクヌギ，コ ナラなどの原木が自給できたことにある 。

１９６０年代までのこれらの原木は，木炭の原料として用いられてきた。ところが

木炭需要の急速な低下によっ てあらたな生産の転換が迫られた。そこでおなじ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７３）
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原木からしいたけ生産への移行が始まっ たのである。したがって大分県のしい

たけ生産においては原木が自給できるということが絶対的条件であ ったのであ

る。 ところがしいたけ生産の拡大は原木需要を拡大したのである。またいまま

での雑用林か杉，檜なとの用材林に変えられていくことによって，原木の不足

を招くことにな った。そこで他府県からの原木の購入が開始された。そのなか

でクヌギにつく害虫ハラアカコ ブカミキリが大分県に侵入し，しいたげ生産の

阻害要因をつくりだした。いうまでもなく害虫の発生は生産の低下を招くだけ

でなく ，害虫駆除のための労働および費用を必要とする。現在ではハラアカコ

ブカミキリの被害は全体の約１０％にも及んでいるほどである 。

　害虫の駆除ととともにしいたげ　　　第６表乾しいたけ平均価格原木価格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位）　しいたけ　１ｋｇ当円
生産の維持のために原木の確保が　　　　　　　　　　　　くぬぎ１ｍ・ 円

重要な課題にな ってきている。し

いたけ生産に占める費用のなかで

原木の比率は非常に高い。原木は

しいたけ生産費の約５０％を占める

ともいわれている。したがって原

木をいかに安価で入手するかがし

いたけ生産の コスト低下に結びつ

くことになる。第６表は，しいた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［大分県，特用林産振輿基本計画書ｊ大分県１９８８年，８～

けの価格と原木の購入価格の推移　　 １０ぺ一ジより作成

を示しているが，しいたけ価格は１９８３年を最高にして，近年は価格低下が顕著

にな っている。しかし原木価格は，しいたげ価格の低下に比すとその低下率は

はるかに小さい。乾しいたけは１９８３年に１キ ログラム あたり平均価格が６
，８１２

円を記録したが，３年後の１９８６年にはほぽ半額の３，４３４円に低下している。し

かし原木価格は１９８３年に１ｍ３ あたり２８，４００円であったのが，１９８６年にはわず

か１５％の低下，２４，２００円にすぎない。しいたげ価格の低下にくらべ原木価格が

低下していないことによっ て， 生産者は コスト比率が大幅に上昇しているので

ある。しいたけ生産の拡大が原木需要を増大させたか，大分県では，需要を賄

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１７４）

区分 乾しいたけ 生しいたけ くぬぎ原木
年次 価　　格 価　　格 価　　格
１９６５ ２， ０００

’
５， ４００

７０ ２， ４８６

■
７， ０００

７５ ３， ３６２

一
１８，０００

８０ ４， ４２７ ８４２ ２２，０００

８１ ３， ２０７ ８３６ ２５，８００

８２ ４， ７３７ ９７３ ２７，５００

８３ ６， ８１２ １， ０８６ ２８，４００

８４ ４， ２４９ １， １０２ ２７，８００

８５ ４， ３９４ １， ０１８ ２６，３００

８６ ３， ４３４ ９４６ ２４ ，２００
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うだけの原木生産がおこなわれていなかったのである。そこで大分県では原木

生産を拡大する方向か採られた。例えは『大分県特用林産振興基本計画書』に

おいては，「恒久的な原木需給を確保するため，原木林の拡大と既存原木林の

生産力増強を基調とした原木林育成強化を次により推進する。特に原木林面積

を現在の５４，０００ｈａから６２，１００ｈａに拡大することを目標とする。優良原木の

確保，クヌキ大苗造林の推進，保育管理の徹底，粗悪林の改善，未利用原木林

の開発促進と伏込地や梧場作業等の省力化のため，作業路開設を促進する ，良

質品生産と作柄の安定を図るため，ほだ場の集中化，散水施設等の整備を推進

し， ほだ場の近代化を推進する，分収造林を推進し，林地の有効利用を図る」

（『大分県特用林産振興基本計画書』大分県 ，１９８８年，１１－１２べ一ジ）としている。す

なわち原木生産を大分県で賄うことがうたわれているのである。原木の確保が

行われたとしても ，原木の価格水準が問題になるが，この問題に関しての具体

的な提起はなされていない 。

　大分県でしいたげ生産が軌道にの った当初の原木は，自家生産されていたか

あるいは安価で入手することが可能であ ったであろう 。しかししいたけ生産が

拡大し，中規模生産者の存在や新規参入者などは原木を自家生産せずに購入す

るということがおこなわれることになる。そうなると原木の問題は，量的確保

と同時に安価な原木供給が課題になるであろう 。ただし原木確保は，しいたけ

生産が絶対的に拡大できるという条件が必ずしも備わっているわげではないか

ら， しいたけ生産の縮小を回避す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第７表乾しいたけの需給推移
る手段として購じなげれぼならな　　　　　　　　　　　　　　　（単位）トノ

い課題ということになる 。

　しいたけ生産が絶対的に拡大で

きない要因は，生産者側のみなら

ず消費の側にも存在する。第７表

は乾しいたけの需給状況を表した

ものである。乾しいたけの消費量

は１９８０年以降１０，ＯＯＯトン前後で推

区分

年次
生産量 輸入量 輸出量 消費量

１９７０ ７， ９９７

■ ■ ■
７５ １１ ，３５０

一 一 ’
８０ １３ ，６００ ７８ ３， １０４ １０，５７４

８３ １２ ，０２５ ６６６ ２， ７９５ ９， ８９６

８３ １２ ，０６５ １４０ ３， ３３０ ８， ８７５

８６ １４ ，０９８ １２４ ３， ５３８ １０，６８４

８７ １１ ，８０３ ８９３ ２， ６３４ １０，０６２

（出所）『農林水産物の貿易』日本貿易振輿会，各年次よ

　　りｆ乍成

（１７５）
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移している。しいたけの調理法は数多いのであるか，消費は停滞しているとい

う状況かある。乾しいたげの消費者は　般に高年齢層であるといわれている 。

乾しいたけは水で戻してから調理するという方法が取られるが，その時間がか

なりを有する。しいたけには独特の香りがあり ，それが若年層に敬遠されると

いうことがある。さらに食生活の多様化，食品種類の多様化は，しいたげを含

めて単一食品の需要の拡大に結び付かないという側面がある。しいたけの消費

量は，横はいであり ，その結果生産の拡大を不可能としている。大分県も含め

て乾しいたげの消費量を拡大するために，様々な政策か取られている。例えは

大分県椎茸農協では，大相撲の優勝者に乾しいたげの優勝カ ップを贈ったり ，

別府港から神戸港までしいたけ船をしたてたり ，あるいは繁華街で乾しいたけ

の無料配布を行ったりである。こうした政策が行われていても依然として消費

が低迷している。したがって生産拡大政策を採っても ，消費の問題を解決でき

ないと ，大量の過剰が生じるということになりかねない 。

　大分県のしいたけ生産振輿計画によれぱ，第１に，産地づくり ，すなわち適

地生産の推進である。どんこ ，こうしんといっ たしいたけの種類に応じて生産

地を選定すること。第２に，基盤つくりとして，経営の近代化，すなわち協業

化と生産性の上昇，生産基盤の整備と上述の原木確保である。第３に，銘柄つ

くりとして，安定的供給体制の構築，規格販売体制の確立，品質の向上，消費

の拡大，大分県椎茸振興協議会の強化。第４に人つくりとして，後継者の育成 ，

生産技術指導の強化，情報の収集とな っている（『大分県特用林産振輿基本計画

劃， １１－１２べ 一ジ）。 しいたけの生産確保あるいは生産拡大は，大分県にとっ て

は農山村における安定的収入の確保とともに，過疎対策としても有効なものと

して位置づけられているのである。したがって現状では消費の拡大は期待でき

ないが，生産観模だけは維持しなけれはならないという基本的な方向のもとで

振興政策が提起されているということになる 。

　第８表は，１９８７８８年の大分県のしいたけ生産に伴う補助事業の一覧である 。

しいたけの原木確保事業，消費拡大事業，品質向上事業，ほ場整備事業，害虫

対策事業，およぴ生産技術向上のための補助事業などである。この補助事業の

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７６）
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ための支出は，１９８７年は総額３億４，Ｏ００万円 ，１９８８年は６億５，０００万円にも達し

ている。その他各市町村における補助事業は害虫対策，ほ場整備，原木確保な

ど様々行われており ，しいたけ生産の維持に相当の財政支出がおこなわれてい

ることになる。別の側面からみれぼ，財政補助を行わなけれぼしいたけ生産が

維持できないということ ，およびしいたげ生産にともなう基本計画にあるよう

に近代化を促進させ，零細生産者から中規模生産者への移行を推進することを

促しているのてある。現在の補助事業は，大分県しいたけ生産の目指すへき方

向のいわぱ過渡的性格をもつものといえるのである 。

　大分県のしいたけ生産において考慮しなければならない問題は，国際的な生

産関係である。第９表は，大分県の乾しいたけ輸出の推移である 。１９６０年代の

大分県輸出においては，乾しいたけは輸出増大商品てあ った。１９７０年代前半の

大分県の乾しいたけ生産量は，２，０００トノ前後てあるから輸出量は全生産量の

約２０％を占めていたことになる。もっともこの輸出量は必ずしも大分県産出の

しいたけとは限らないが，いずれにせよ大分県の輸出として計上されているも

のである。その輸出地域は，香港，シンガポール，アメリカ ，ヨーロッパなど

であり ，主に中国料理の素材として用いられてきた。ところが１９８０年代にはい

ってからはしいたけ輸出が減少してきたのである。そして最近では大分県産の

しいたけ輸出を中止しているほどである。その原因は輸出価格の低迷にある 。

乾しいたけの国内価格の低迷が輸出価格にも影響を及ぽし，輸出価格はむしろ

低下傾向にある。輸出価格の低下傾向は，しいたけ生産者にとっ ては，生産費

以下での輸出もおこなわなけれぼならない状況が生じている。そこで輸出を中

止するという事態が生じているのである。輸出の中止は大分県のしいたけ生産

に与える影響は大きい。乾しいたげは生産量の約２０％を輸出に依存していたの

であるから，その輸出の減少は，乾しいたけ生産の絶対的拡大を阻止している

ことになる。大分県のしいたけ輸出の減少および価格低下の要因は，外国との

国際的競争関係の問題か背景にある。日本の乾しいたけの輸出地域　国は，中

国人居住地域であるがその領域に中国産の乾しいたげが進入してきているので

ある。すなわぢ日本産の乾しいたけと中国産の乾しいたけが限られた市場のな

　　　　　　　　　　　　　　　　（１７９）
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第９表大分県の乾しいたけ輸出 単位鶴品円
区分 合　　　計 香　　　港 シンガポール ア　メ　リ　カ

年次 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額
１９６５ ２０８ ３７８ １７７ ３２６

一 ■ ■ 一
７０ ４６５ １， ２４２ ３５５ ９５３ ３８ １０１ ３１ ８０

７５ ４０２ １， ４１３ ３２９ １， １５１ ６８ ２５１

■ 一
８０

‘
１， ０８９ １４６ ７１５

‘ ■
６６ ２８８

８３ ２３９ １， ６０４ １０２ ６９２ ６０ ４０６ １４ ９５

８４ ３１７ １， ７０２ １７９ ９５６ １００ ５４９ ２ １２

８５ ２７７ １， ２３２ １０９ ４９６ １１９ ４９２ ２ ９

８６ ２０１ ６９８ １２９ ４７３ ３６ １１２ ３６ １１２

出所　『大分県貿易概要』（大分県商工労働観光部）各年次より作成

　　　　　　　　　第１０表　乾しいたけの輸出入国別推移

区分 輸　　　　　　　　出 輸　　　　入

合　計 香　港
シ：／ガ アメリ

台　湾 マレー年次 ポール カ シア
その他 合　計 中　国 韓　国 その他

１９７５ ２， ６９６ １， ６４４ ６２２ ２１２

■
３４

『
８０ ３， １０４ １， ９４６ ７０９ ２５４

一 一
１９５ ７８ ２３ ５２ ３

８３ ２， ７９５ １， ５９８ ６４０ ３４２

■
８８ １２７ ６６６ ４８２ １２１

・
８５ ３， ３３０ １， ９１０ ６８２ ３６７

一
２３０ １４１ １４０ ６４ ７２ ３

８６ ３， ５３８ ２， １２４ ６５４ ３７６

■
２４７ １３７ １２４ ３８ ８６ ０

８７ ２， ６３４ １， ７３２ ３７９ ２９６ ４８ ７５ １０４ ８９３ ７９０ ７６ ２７

（単位）トン

　（出所）　『農林水産物の貿別日本貿易振輿会，各年次より作成

かで競合状態にあるということになる。この中国産の乾しいたけは，外国市場

での競合状態だけではなく ，国内市場においても競合化が進展している 。

　第１０表は，乾しいたけの輸出入の国別 ・年代別推移である。乾しいたけ輸出

は， １９８０年代に入 って約３，Ｏ００トソの規模を維持していた。１９８６年には，３，５３８

トンと最大輸出量を記録している。しかし１９８７年には約２５％も輸出減少とな
っ

ている。とくに香港市場，シンガポール市場での輸出減少は著しい。輸出が減

少傾帥こあるなかで，逆に乾しいたけ輸入は１９８０年代に入ってから急速に拡大

してきている。表には記載されていないが１９８８年の輸入量は約１，８００トンとな

っており ，ほぼ輸出量と輸入量は一致するようになってきている。輸入は中国

および韓国からで，中国の占める比率は圧倒的に高い。全体の９０％以上は中国

産である。中国産の乾しいたけは，数年則までは安価ではあるか，品質はあま

　　　　　　　　　　　　　　　　　（１８０）
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りよくないものといわれてきた。ところが今日の輸入品は，日本産と比べて品

質的には変わりがないほどにな っているという 。中国産のしいたけは，クヌギ ，

ナラなどのほだ木をもちいた生産方法ではなく ，オガクズを用いて生産されて

いた。ところが最近では日本と同様の生産方法が採用されはじめ，品質的な側

面で大きな改良がなされたのである。品質改良が進めぼ，国際的競争の関係で

は生産費か問題になるか，当然のことなから中国においては，日本に比して労

賃およひ原材料費か相当低い。中国産か国際的競争力を高めて日本の国内市場

に進出してくるのは，競争関係からすれはありうるへき事態といわねばならな

い。 それと同時にいままで日本の輸出市場であった香港，シンガポールなどに

中国産の乾しいたけが進出するという事態も生じ，日本の輸出市場の縮小が進

行している 。１９８７年，８８年の乾しいたげ輸出の減少は，まさに中国品によっ て

市場が席巻されたのである 。

　このように近年にな って中国の乾しいたげ生産か増大する傾向にある。もち

ろんこの背後には中国政府の輸出拡大政策もあるが，日本の貿易業者等が中国

での乾しいたけ生産を奨励するような手段を講じていることもあろう 。中国産

の乾しいたけが外国市場ぼかりか国内市場にも大量に進出するということにな

れば，日本の乾しいたげ生産は，生産縮小を余儀なくされることになろう 。す

なわち乾しいたけ需要か低迷している中で，輸入品か増大してくるために，国

内生産の絶対的拡大が阻止されることになる。そうなると乾しいたけ生産にお

いて最も競争力の弱い生産者にしわ寄せか生じることは確実てある。すなわち

比較的零細て生産費か高い生産者にてある。これは乾しいたけ生産に限らず日

本の農業生産物全体に及ぶものてあり ，工業生産物全体の問題でもある 。

　大分県の乾しいたけ生産は，国内の消費の低迷の中で中国産の大量進出とい

う事態を迎えている。前述のように大分県のしいたげ生産は種々な課題を抱え

ている。生産規模，生産者の高齢化，原木確保なとてあり ，そのための解決策

として大分県およぴ市町村か補助事業なとを展開している。しかし現実に進行

していることは，しいたけ生産が従来の零細的経営から中規模経営への移行で

あり ，生産者の集約化傾向てある。その過程のなかては，兼業か相対的に増大

　　　　　　　　　　　　　　　　（１８１）
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し， やがてしいたげ生産からの離脱が進んで行くことになろう 。また後継者の

不足の問題も経営形態が個人経営から資本主義的経営形態に移行するというこ

とになれは，別の解決の方向が生まれてこよう 。大分県のしいたけ生産に関し

ては，生産規模の維持あるいは生産拡大の方向で『基本計画書』が作成されて

いる。しかし『基本計画書』に記されているような事態が進行すれば，前述の

ようにしいたけ生産の集約化，規模の拡大か進んで行くのである。中規模生産

者の肥大化傾向は，しいたげ生産に限らず日本農業の中で進行していることで

ある。その限りでは大分県のしいたけ生産は，しいたげ生産固有の問題として

位置つげるのではなく大分県農業全体の問題として，強いては日本農業全体の

問題として位置つげることか必要である 。

　本稿は，大分県のしいたげ生産を通じて，大分県農業の問題を考察すること

であり ，日本農業 ・林産業の課題を考察することにあ った。さらにこれらの課

題を考察するにあたっては，国内的側面のみならず国際的側面からの考察か必

要であることを明らかにした。農業 ・林業の振興をめざすという市町村は，依

然として多く ，いわば日本農業 ・林業，市町村が抱えている宿命的な課題であ

るといってもよいであろう 。しかし半導体，自動車，電機，精密機器などの製

造業はますます生産の増大を志向し，海外進出も拡大しようとしている。そう

した一部の産業発展の陰で，従来型産業がまた市町村か存立の危機に立たされ

ているのである。現在は日本の産業構造再編の大きな転換期にさしかかってい

る時期である。そうした意味で大分県のしいたげ生産の一例は，各市町村ある

いは農業 ・林業生産の今後の動向を探るうえで，多くの示唆を与えているよう

に思われる 。

（１８２）


